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主旨と目的

水素の安定同位体である重水素は、中性子による物質・生命科学研究にとって

利用価値の高い元素である。中性子散乱実験では重水素化された分子は散乱コン
トラスト変調や非弾性散乱での動的散乱因子の制御に不可欠なものであり、多くの
物質･生命科学実験で活用されている。
本分科会を、MLFを利用するユーザー及び国内外の研究者･技術者が世界の最

先端の重水素化材料･研究について情報交換し、研究発展のための戦略を議論す
ることを目的に設立する。分科会では研究会・講習会による議論を行うとともに、
Web上での情報交流の場を設け、重水素化材料･研究に関わる情報についてユー
ザーの間で共有をはかる。一方、重水素化物は中性子実験のみならずNMR構造

解析等でも重要な位置を占めるとともに重水素標識医薬品などの応用展開がなさ
れており、これらの分野との交流も推進する。同時に、ユーザーの意見を取りまと
めMLF重水素化ラボの運営と重水素化実験の促進のための協力と助言を行う。ま
た、本分科会はANSTOやESSなどの他施設の重水素化ラボ利用者との交流の場と
しての役割も担う。
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